
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南葛西中学校 学校だより 

輝き 
令和 5 年度 第 9 号  

＜令和 6 年 1 月 9 日発行＞ 

江戸川区立南葛西中学校 

校長 日野 志磨子 

新たな決意を胸に 

学校生活に取り組もう。 

２０２４年がスタートしました。昨年は様々な行

事が復活し、生徒たちの輝く笑顔がたくさん見られ

た１年でした。ぜひ、今年も当たり前の日常が送れる

ことを願います。 

 さて、新しい年にいつも思うのは、「今年は新たに

何かを始めたい。」という思いです。平穏で穏やかな

日常を願うことはもちろんですが、やはり、新しい年

を迎えると、何か新しいことを始めたくなる、何か変

化を望みたくなるのは私だけではないと思います。

生徒のみなさんも同じような思いで、自分の可能性

を広げたり、新しい楽しみを見付けたりしたいと思

う人が多いのではないでしょうか。 

 この「向上心を失わず、常に新しいことに挑み続け

る気持ち」を大切にしてください。去年うまくいかな

かったこと、失敗したと思ったことは誰にでもある

と思います。でも過去にとらわれてくよくよしてい

ては、新しいことは始まりません。ぜひ、小さなこと

でも、「新たなチャレンジの種」を見付けてください。 

 南葛西中学校では昨年、新たなチャレンジとして

TH 船堀で合唱コンクールを行いました。令和６年度

は４月に行っていた家庭訪問をなくし、１学期末に

全校三者面談を行う形に変えようと考えています。

今まで当たり前に行ってきたことを無くし、別の形

に変えることも新たなチャレンジです。家庭訪問時、

新しい担任と話すことを楽しみにしていたご家庭も

あるかと思いますが、クラスになじんできた７月に

面談でじっくりお話する機会を作ることで教育的効

果を高めます。もちろん、それ以前にお子様のことで

心配ごとがある時は、ご相談ください。 

 みなさんも学校も新たな試みを採り入れながら、

よりよい方向に前進していく１年にしましょう。 

 

 

 

生活目標 

新たなチャレンジの種 

1 月 元日

2 火

3 水

4 木

5 金 成績一覧表調査

6 土

7 日

8 月 成人の日

9 火 始業式

10 水

11 木 ふれあい面接始(3)

12 金 ふれあい面接終(3)、英語検定

13 土

14 日

15 月 朝礼

16 火 書初め審査会（体育館）

17 水 授業研究

18 木

19 金 百人一首大会、避難訓練、専門委員会

20 土

21 日

22 月 生徒朝礼、安全指導

23 火

24 水

25 木

26 金 都立推薦入試、漢字検定

27 土 都立推薦入試

28 日

29 月

30 火

31 水

日 曜 行事予定



学校徴収金担当より 今年度の教材費の引き落としは１月２９日（月）が最終日となります。不足があ

る場合には必ず入金をお願いいたします。また、３か月以上、引き落としができなかった場合、かつ 

１２月の引き落としができなかったご家庭は管理職面談を実施します。面談は１月１１日（木）～１９日

（金）の期間で行わせていただきます。ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～学校評価ご協力のお願い～ 

 新年を迎え、学校では今日から３学期が始まりました。３学期は、１年間のまとめをするととも

に、新しい生活の準備をしていく時です。学校としても、１年間の活動を振り返って、４月から始

まる新年度に生かしていきたいと考えています。アンケートを実施いたしますので、南葛西中学校

の活動について、ご意見をお寄せください。生徒のみなさんには Teams、保護者のみなさんには

tetoru（テトル）で URL をお送りいたしますので、１月 21 日（日）までに回答をお願いします。 

副校長  畔栁 徹朗 

～特別支援教育～ 

 本校では特別支援委員会や特別支援に関する

校内研修を定期的に行うことで、教育的配慮が

必要な生徒が不安を感じることなく学校生活を

送ることができる適切な指導や支援を目指して

います。そのために必要に応じてスクールカウ

ンセラーや巡回教室、外部の関係機関と積極的

に連携を図っていきます。また、保護者の皆様

と話し合いをさせていただくこともあります。 

教育的配慮が必要な生徒に対しては、その生

徒が困っている点の改善を目指し、短期目標、

長期目標を設定して対応しています。担任をは

じめ、関わるすべての教員が連携してサポート

します。 

お子様に関して困っている点や気になってい

る点がありましたら担任へお伝えください。そ

の情報をもとに、管理職、特別支援コーディネ

ーター、関係職員などで連携して対応していく

こととなります。 

最後に、支援を円滑に行うためには、教育的

配慮が必要であることの「受容」が大切 

です。そのうえで前向きに取り 

組んでいくことで、生徒自身の 

未来への不安が軽減していきます。 

ご協力をお願いします。 

特別支援コーディネーター 平目由衣 

～つきあい餅まつり～ 

 １２月１７日（日）になぎさ 

ニュータウンの中央広場で餅つ 

きのボランティア活動を行いま 

した。本校からは３学年合わせて２９名の生徒

が活動に参加しました。 

 生徒にとって初体験の作業ばかりでしたが、

自治会の方の丁寧なご指導のおかげで生徒は

スムーズに活動をすることができました。はじ

め４００ｋｇあったもち米も、あっという間に

お餅に変身していきました。 

 生徒は複数のグループに分かれ、それぞれで

仕事を分担しながら作業を行いました。もち米

を機械で練る、型に入れて伸ばす、切り分けて

パック詰めする、パックやお雑煮を販売するな

ど様々な作業がありましたが、責任をもって自

分の作業に当たり、非常に頼もしい活躍をして

くれました。 

 作業の後、自治会の方から感謝の言葉と作っ

たお餅をいただくことができました。自治会長

さんのお話を聞く生徒の顔には、人の役に立て

た達成感やうれしさが浮かんでいました。つき

たてのお餅を食べられる貴重な経験ができ、地

域の方との交流も深められるこの活動は本当

に素敵だなと改めて感じています。 

     つきあい餅まつり担当 寺内朋之 

 

 

 

 


